
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

火狩 隼人(かがり はやと)

サラマンダー
ハヌマーン

高校生

18

憤怒

安定した家庭

破壊

小さな名誉

高校生

男

33

兄弟

3
1
2
2

1
0
0
0

0
0
0
0

4
1
2
2

30
4
4
9
18

4 2
1 1 3

噂話 2

日本刀
火狩流居合術・壱の型
【侵蝕率80%以上】
火狩流居合術・壱の型

白兵
白兵
　　
白兵

4r+3
7r+3

0
9r+3

3 5
7

7

1-177
ｺﾝｾ+電光石火+炎の刃(+一閃)/侵蝕率：7(9)

ｺﾝｾ+電光石火+炎の刃(+一閃)/侵蝕率：7(9)

0 0

両親
同級生

兄

幸福感
親近感
尊敬

不安
脅威

疎外感

日本刀
ウェポンケース
情報収集チーム

10 2

ワーディング

リザレクト

コンセ：サラマンダー

一閃

電光石火

先陣の火

炎の刃

クロスバースト

高濃度酸素バブル

炎の理

★

0

2

1

2

2

1

3

★

★

-

1d10

2

2

3

2

2

4

-

-

オート

気絶時

メジャー

メジャー

ﾒｼﾞｬｰ/ﾘｱｸｼｮﾝ

ｾｯﾄｱｯﾌﾟ

メジャー

メジャー

メジャー

メジャー

視界

-

-

武器

-

至近

武器

-

至近

至近

シーン

自身

-

-

-

自身

-

-

範囲(選択)

効果参照

自動

自動

-

対決

-

自動

対決

対決

自動

自動

-

↓100

-

-

-

-

-

80↑

-

-

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

組み合わせた判定のC値を-Lvする。

全力移動を行なった後に白兵攻撃を行なう。攻撃の成否に関わらず移動完遂。ただし離脱不可。

組み合わせた判定のダイスを+[Lv+1]する。ただし1DのHPを失う。

そのRの間、【行動値】を+[Lv*5]する。1シーンに1回まで。

組み合わせた攻撃の攻撃力を+[Lv*2]する。

組み合わせて行う攻撃の攻撃力を+[Lv*4]する。ただし判定ダイス-2個。

周囲の大気を操り高濃度の酸素で満たされた空間を作り出す。この空間にいる者は、劇的に疲労回復力が高まり、高い集中力を得られる。また、水中でも水圧の影響を受けず呼吸を行なうことができる。

炎を作り出す。

【背景】
両親と兄と自分の四人家族で、とても家族仲が良い。
祖父は代々続く火狩流という居合の流派の師範であり、子供のころから居合術を叩き込まれていた。
運動神経は抜群であり、高校では決まった部活に所属せずに助っ人に呼ばれた時のみ参加している。

【性格など】
座学はからっきし、実技は体育と音楽だけが得意で、字が汚い。
コミュ力が高く、裏表なく誰にでも話しかけるが、致命的に敬語が使えない。
性格やキャラで許されてるところがあるが、怒られるときは怒られる。
座右の銘は"頭空っぽの方が夢詰め込める"である。
覚醒時の一連の出来事から、「誰にも気づかれなくても、自分の大切な人たちの日常を守るために戦う」ことを決意する。

【その他】
よく運動をしているためか代謝がよく、炎を纏うと全身の汗(塩化ナトリウム)と反応して炎が黄色になる。
コードネームはそこからつけられた。
戦闘中は常に黄色の炎を全身に纏っており、スーパーサイヤ人のオーラのようになっている。
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